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２．順番に聞き取る

１．調整する

※対象の子が複数いる場合、「複数個所で
同時進行で行う」「一か所で順次行う」。

０．トラブルを発見する

トラブル対応図

トラブル発生

① 触診(学級担任による観察) ② 問診(アンケート) ③ 検査(調査 一人ぼっちの子調査)

① 聞き取り担当者を決める ② 役割を分担して、流れを確認する ③ 時間調整する

① 通報者 ② 被害者 ③ 加害者 ④ 目撃者

３．聞き取る ① 個別に一人ずつ聞く
② 守秘できないときは守秘できないと

 伝える
③ オープン質問を用いる

(１)誘いかけ質問「何があったか、どんなことでも全部話してね」
「最初から最後まで話してね」

(２)時間分割質問「それからどうしたの？」
「その後は、どうなったの？」

(３)手がかり質問「さっきの話をもっと、詳しく話して」
(４)それから質問「それから？」「その後は？」

④ 教師のもつ仮説を検証する ⑤ 何を聴き取るか準備して行う

⑥ 決めつけを避け、自動再生
質問で粘り強く聞く

⑦ 虐待や犯罪等の恐れがあるときは
 他機関に委ねる

〈ＧＯＯＤ指導〉（太字は、オープン質問や自動再生質問）
先生 「友だちが心配していたけど何かあったの？ どんなことでもいいから全部話してね」
Ａくん 「実は、最近Ｂくんから殴られることがあって……」
先生 「それは、どんなことを言われたの？」
Ａくん 「キモイとか死ねとか言われます」
先生 「キモイとか死ねと言われたんだね。それは、いつ言われたのかな？」
Ａくん 「火曜日の休み時間」
先生 「その休み時間のこと、どんなことがあったのかもっと詳しく教えて」
Ａくん 「休み時間で廊下を通りすがりに、いきなり『キモイ』と言われました」
先生 「それから、Ａくんはどうしたの？」
Ａくん 「『キモイ』と言った後、僕が無視をしていたら、『無視してんじゃねえ、死ね』

と言われました」
先生 「キモイって言われたんだ」

４．指導・校内・保護者
に情報共有・連絡

謝らせることではなく、子どもの気持ちや背景を理解すること。
「なぜそうしたの？」「今どんな気持ち？」と問いかけ、心の中に
ある思いを丁寧に引き出す。
また、「お互い様」とまとめてしまうと、一方的に傷ついた子が取
り残されてしまうこともあるので。力関係や背景の違いにも目を向
けることが大切。

子どもの気持ちや
背景を理解する
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